
 

昭和戦前期までの気象事業における民間部門の寄与 
 

山本哲（気象庁） 

 

１ はじめに 

 昭和戦前期までの気象事業における民間部門の寄

与について記述する。 

２ 測候所・観測所の設置・運営 

国家事業としては難しい挑戦的活動（野中至

（1867-1955）による富士山頂観測所（1895（明治

28）年））、「気象熱心家」（頓野廣太郎（1859-1892)

による頓野市立山口測候所（1888-1898（明治 21-

31）年））・篤志家等（実業家藤井能三（1846-1913）

らによる伏木測候所（1884（明治 17）年-）、銚子

港民有志による銚子測候所（1886（明治 19）年）

によるもの、産業分野では、製塩業・野崎武吉郎

（1848－1925）による味野測候所（1894-1928（明

治 27-昭和 3）年）など数多くが知られる。住友別

子鉱業所では 1898（明治 31）年に私立別子高等小

学校に測器を設置し気象観測を開始した。所長とし

て愛媛県松山測候所長だった佐竹文治（生没年不詳）

を招き、以後観測網を拡充し、大正期には最大 15

観測所を設置して山岳・上層風観測を含む観測を実

施し私設の電信線を用いて中央気象台への通報も行

った。天気予報も行い、中央気象台でまだ発表して

いなかった翌々日の予報も「執業上入用と認むるを

以て」試みられた。佐竹は『気象集誌』等に別子で

の観測結果をもとに多数の著作を発表し当時の日本

気象学界にも貢献した。昭和期に観測網は縮小され

1934（昭和 9）年末をもって廃止された。栃木県・

足尾鉱業所内には 1898（明治 31）年 11 月に私営の

足尾測候所が設置された。背景には足尾鉱毒事件が

あったとされ、烟気観測、雨量観測通報、雷雨観測

等を実施した。気象官署の国営移管が完了した

1939（昭和 14）年度以降も私営として活動を続け、

戦後 1954（昭和 29）年に施設等を国に寄付し活動

を宇都宮測候所足尾雨量通報所に引き継いだ。これ

ら私設の測候所・観測所の観測資料はその多くが今

日ほとんど活用されず、設置目的や活動実態も不明

なまま忘れ去られようとしているものも少なくない。 

３ 気象学を支える女子理数系高等教育 

 大日本気象学会には野中至の妻・千代子（1871-

1923）、頓野廣太郎の妻・キヨ（1867-1906）など明

治期から複数の女性気象学会員が確認されるが気象

学者と呼べる人物は見いだされていない。日本の気

象学分野で女性の活動が目立ってくるのは昭和期に

入ってからである。当時大学では女子の入学はほと

んど認められておらず、大学で気象学を学んだ女性

の存在は知られていない。女子理数系高等教育機関

として官立の東京女子高等師範学校があり、実際多

くの女性科学者を排出しているが、気象学研究者と

なった者は見いだされてない。ほかに当時の学校制

度で「専門学校」として位置付けられた高等教育機

関があった。その一つ、私立の東京女子大学から多

くの卒業生が中央気象台で活動したことが確認され

る。彼女らはいずれも数学専攻部卒業生で、『気象

集誌』に女性として初の単著論文を著した益田國母

（生没年不詳・第一回卒業）、大日本気象学会で女

性初の単独講演を行ったとみられる長岡和歌子

（1914-2014・第五回卒業）などが含まれる。彼女

らを含め、いずれもが気象学におけるキャリアを短

期間で中断しているが、気象庁に定年まで勤めた者

もいる。また対米戦末期には同専攻部学生が陸軍気

象部に勤労動員され、風船爆弾のための計算に従事

したことも確認される。同専攻部で気象学が教えら

れたという記録はなく、同大と気象事業関連機関と

の繋がりは未解明である。 

大阪府立女子専門学校は実業家・山田市郎兵衛

（1851-1928）からの敷地と建設費の寄附により

1924（大正 13）年設立され理数系高等教育を行う

家政理学科も置かれた。同校で講師を務めた大阪府

大阪測候所長・前田末廣（1875-1940）が行った｢気

象学」の講義は、当時日本の女子高等教育機関で行

われた唯一のものとみられる。同校を気象学の卒業

論文を提出して 1938（昭和 13）年に卒業した松尾

喜代子（1917-1997）は、卒業直後から定年まで中

央気象台・気象庁に勤め（結婚に伴う約 3 年の中断

がある）、気象庁初の女性課長に就任したほか、女

性として最初期の学会での女性単独講演・学会誌単

著発表などを含む多数の調査研究を在職中に行った。 

文献は紙幅の関係で省略する。 
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